
平成２９年３月６日

1 与謝野町における生活環境の向上と水質保全対策の実現
平成23年度 ～ 平成27年度 （5年間） 与謝野町

事業計画区域の早期完成を目指し、効率的かつ経済的な整備促進を図るとともに、未普及区域が残る各自治区に対する整備の不均衡をなくす一体的な整備を行い、下水道の早期普及促進を進め、
生活環境の保全と水質保全を図る。

・事業計画区域内の人口普及率を平成27年度末までに99.3％にする。

（H22当初） （H24末） （H27末）

事業区域内の下水道人口普及率(%) = (供用開始区域内人口(人)) / (事業区域内人口(人)) 91.4% - 99.3%

○事後評価（中間評価）の実施体制 実施時期

事後評価（中間評価）の実施体制 事後評価（中間評価）の実施時期

事業期間終了後

与謝野町上下水道課において実施 公表の方法

町ホームページにて公表

１. 交付対象事業の進捗状況

交付対象事業 上段：計画 下段：実績

A 下水道事業
番号 事業 地域 交付 直接 事業及び 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 施設種別 H23 H24 H25 H26 H27

下水管 φ=150mm L=350m 30.00

0.00

下水管 φ=150mm L=1200m 105.00

舗装本復旧 As舗装 A=2693m2 9.26

下水管 φ=150mm L=1200m 105.00

下水管 φ=150mm L=1045m 92.33

舗装本復旧 As舗装 A=10316m2

下水管 φ=150mm L=1100m 110.00

下水管 φ=150mm L= 607m 103.51

舗装本復旧 As舗装 A=2973m2

下水管 φ=150mm L=2800m 240.00

下水管 φ=150mm L=1934m 143.73

舗装本復旧 As舗装 A=11359m2

下水管 φ=150mm L=1000m 110.00

下水管 φ=150mm L=1986m 165.18

舗装本復旧 As舗装 A=3563m2

700.00

514.01

700.00

514.01

事 後 評 価 （中 間 評 価）

汚水 新設 加悦谷第2幹線（加悦第2-3） 与謝野町

汚水 新設 加悦谷第2幹線（石川第2、中地） 与謝野町

下水道 一般

1-A-3-3 下水道 一般

1-A-3-2 下水道 一般 与謝野町 直接 -

1-A-2-2 下水道 一般 与謝野町 直接 -

1-A-3-1

新設 加悦谷第1幹線（下山田第1、水戸谷、市場第1、三河内南第1）

与謝野町 直接 -

合計

与謝野町

与謝野町 直接 -

汚水 新設 加悦谷第2幹線（石川第1、亀山第2）

汚水 新設 加悦谷第1幹線（加悦第1-8）

汚水 新設 岩滝第1幹線（岩滝第1）

1-A-2-1 下水道 一般 与謝野町 直接 - 汚水

全体事業費
（百万円）事業内容

1-A-1-1 下水道 一般 与謝野町 直接 -

19.5%

最終目標値

要素となる事業名

与謝野町

与謝野町

小計（下水道事業）

与謝野町

備考
中間目標値

１７０百万円－Ａ

定量的指標の定義及び算定式

省略
工種

計画の期間

計画の成果目標（定量的指標）

８７０百万円
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

効果促進事業費の割合

市町村名

定量的指標の現況値及び目標値

全体事業費 ７００百万円
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

社会資本総合整備計画（水の安全・安心基盤整備） 事後評価書
計画の名称

交付対象

事業者

計画の目標

Ｃ

当初現況値

Ｂ



Ｂ 関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

合計 －

番号 備考

Ｃ 効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

下水管 φ=150mm L=120m 10.00

0.00

下水管 φ=150mm L=300m 25.00

0.00

下水管 φ=150mm L=230m 20.00

0.00

下水管 φ=150mm L=350m 30.00

0.00

下水管 φ=150mm L=700m 60.00

0.00

下水管 φ=150mm L=290m 25.00

下水管 φ=150mm L= 56m 5.39
合計 170.00

5.39

番号 備考

２. 事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する ・他事業と同時実施でなければ整備できない区域の住民を除き、計画していた区域の整備が完成し、概ね目標としていた人口普及率を達成できた。

交付対象事業の効果の発現状況

・他事業の進捗の遅れにより、同時実施でなければ整備できない区域の整備が完成できなかっ

たことによる。

３. 特記事項（今後の方針等）

・他事業の動向を注視し調整を図りながら、同時実施により整備を行う。

1-C-3-3 与謝野町

与謝野町新設 加悦谷第2幹線（石川第2、中地）

下水道 一般 与謝野町 直接

加悦谷第2幹線（石川第1、亀山第2） 与謝野町

新設 加悦谷第2幹線（加悦第2-3）-

1-C-3-2 下水道 一般 与謝野町 直接 -

新設 加悦谷第1幹線（加悦第1-8） 与謝野町

1-C-3-1 下水道 一般 与謝野町 直接 - 新設

1-C-2-2 下水道 一般 与謝野町 直接 -

与謝野町

1-C-2-1 下水道 一般 与謝野町 直接 - 新設 加悦谷第1幹線（下山田第1、水戸谷、市場第1、三河内南第1） 与謝野町

一般 与謝野町 直接 - 新設 岩滝第1幹線（岩滝第1）

事業者
工種

全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度）
市町村名事業内容

省略

番号

番号

事業内容

要素となる事業名

要素となる事業名

一体的に実施することにより期待される効果

工種

省略
事業者 市町村名

一体的に実施することにより期待される効果

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

全体事業費
（百万円）

1-C-1-1 下水道

1-C-1-1
～1-C-3-3 基幹事業である幹線と接続した枝線整備を一体的に行うことにより、下水道の早期普及促進を進め、生活環境の向上と水質保全を図る。

指標①（事業区
域内の下水道人
口普及率）

Ⅱ定量的指標の達成状況

最終目標値

最終実績値

目標値と実績値
に差が出た要因

98.6%

99.3%




